
資料２-１ 

令和７年度医療機器安全対策推進部会における活動内容 

１．審議内容 
在宅人工呼吸器適正使用啓発資材（動画等）の作成について（ヒヤリ・ハット事例より） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．今年度の取組 

  ヒヤリ・ハット事例を参考とした在宅人工呼吸器適正使用啓発資材（動画等）の作成（資料 2-2 参照） 

 

 

３．部会等開催状況 

  部会 ２回開催（第１回：６月３日、第２回：12 月 16 日） 

  ワーキンググループ ２回開催（第１回：８月４日、第２回：10 月８日）  

 

 

 

４．部会等委員   

【医療機器安全対策推進部会】                            ★:部会長 
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【ワーキンググループ】                              ☆:委員長 
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〇令和６年度、在宅人工呼吸器の使用に関するヒヤリ・ハット事例を把握するため、府内訪問看

護ステーション及び在宅用人工呼吸器販売等営業所にアンケートを実施。 

〇アンケート結果より、医療機関と同様のヒューマンエラーによる事例や、在宅特有の事例を確

認することができたことから、その原因や防止対策を検討し、患者や患者家族、訪問看護師等

に注意喚起することが、在宅人工呼吸器の安全対策として有用と考えた。 

【背景】 

（敬称略） 

 


